
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２４年３月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：骨再生材料としてリン酸オクタカルシウムとコラーゲンの複合体

(OCP/Col)を，未萌出永久歯のある顎裂部自家骨移植の代替に適用可能か検討した．生後2か月齢

ビーグル幼犬(♂)の下顎左側第2，第3乳臼歯の連続抜歯窩に，OCP/Colまたは既存β-TCPを埋入

した結果，OCP/Col埋入部では後続第3，第4前臼歯（P3，P4）の萌出障害はなかったが，β-TCP

埋入部の一部にP3，P4の完全埋伏が見られた．以上より自家骨移植の代替にOCP/Col臨床応用の

可能性が示唆された．    

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate whether Octacalcium 

phosphate (OCP) collagen composites (OCP/Col) could be applied to alveolar clefts with 

unerupted permanent teeth as an alternative to autogenous particulate cancellous bone 

grafts.In two-month-old beagle dogs, the lower deciduous second/third molar teeth were 

extracted and the tooth extraction sockets were filled with either OCP/Col or β- 

tricalcium phosphate (β -TCP).The permanent third/fourth premolars (P3/P4) erupted 

through all the OCP/Col-implanted sites, whereas P3 and P4 were completely impacted in 

some of the β-TCP-implanted regions.  

These results suggest that OCP/Col may be clinically applicable as an alternative to 

autogenous bone graft. 
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１．研究開始当初の背景 

 独立行政法人日本学術振興会科学研究費

補助金（2004-2007 年度：基盤研究(C),課題

番号 16591979）の援助により，骨再生材料と

して開発中のリン酸オクタカルシウム(OCP)

とブタ皮膚由来のアテロコラーゲンの複合

体(OCP/Col)を，ビ−グル犬の頭蓋冠臨界骨欠 

損部，顎骨欠損モデルとして口腔内上顎第 3

切歯の拡大抜歯窩および人工的顎裂部に応

用し，OCP/Col の骨再生能を明らかにした．

現在，口腔外科の臨床上，口唇裂・口蓋裂患

者の顎裂部への新鮮自家腸骨海綿骨細片移

植は，骨採取のため腸骨部への外科的侵襲を 

伴い，採取骨量にも制限がある．これらの問

題点を回避するため，代替治療として

OCP/Col を顎裂部に応用した場合，再生骨内

に歯が移動可能であること，最適な骨移植時

期である顎裂隣在永久犬歯未萌出時に適用

して形成された骨架橋内に後続永久歯が自

然萌出しなければならない．よって今後，臨

床応用を目指すには再生骨の性状を分析す

べきであると思われた． 

 

２．研究の目的 

 本研究は後続永久歯の萌出交換時期まで

約3か月の期間を有する乳歯列期のビーグル

幼犬で，早期に抜歯した下顎乳臼歯部の抜歯

窩に骨再生材料を埋入し，再生された骨内に

後続永久歯が萌出するか否かを確認するこ

とにより，顎裂を有する口唇裂・口蓋裂患者

の咬合形成の治療上，未萌出顎裂隣在永久歯

萌出誘導のための場をつくる自家骨移植の

代替治療法として臨床応用可能であるか検

討することを目的とする． 

 

３．研究の方法 

【埋入材料】（図 1） 

 (1)OCP/Collagen 複合体(OCP/Col):  

  9mm 径×1mm厚のディスク.(OCP:粒子径  

  300-500μm，10.5mg 含有) 

(2)市販β-リン酸三カルシウム 

     （β-TCP：オスフェリオン®） 

  

 

 

 

 

 

 

 

【使用動物】 

 ビ−グル幼犬 

  (♂,11頭,平均 66.3日齢,平均体重 4.3kg) 

【実験方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２か月齢ビーグル幼犬(♂)に対し塩酸ケ

タミン（ケタラール®,三共株式会社）20mg/kg, 

硫酸アトロピン（田辺製薬社製）0.25mg 筋注

した後，ペントバルビタール（ソムノペンチ

ル®）の静脈内投与 （25mg/kg）による全身麻

酔下に，口腔内施術部位に 2％キシロカイン®

（エピレナミン 1：80,000 含有）局所麻酔施

行し，下顎左側第 2・第 3 乳臼歯を抜歯, 抜

歯窩に残存する歯槽中隔の骨を可及的に除

去して連続した抜歯窩骨欠損を作製した.   

同部に対し各々材料埋入によりOCP/Col埋入



群（4頭，平均 3.4 枚埋入）とβ-TCP 埋入群

（4 頭，平均 0.11g 埋入），および抜歯処置

のみの抜歯単独群（3 頭）の３群を作製し，

それぞれ周囲粘膜骨膜を減張して完全閉鎖

創として実験終了した（図 2）.  

 なお，下顎右側乳臼歯部は未処置で後続永

久歯萌出時期のコントロールとした． 

 埋入実験後術後 10 週目までは２週間毎，

11 週から 16 週までは１週毎に口腔内診査と

口腔内 X 線写真(管電圧 60kVp,管電流 10mA,

露出時間0.1 秒)を撮影し 17週の経過観察期

間終了とした（図 3）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【後続永久歯萌出の評価】 

 後続の下顎第 3および第 4前臼歯(P3，P4)

の口腔内萌出を確認した時点を萌出時期と

し，各群間の萌出時期の差，さらに各群の実

験側(左側)と未処置(右)側の萌出時期の差

について比較検討した． 

 
４．研究成果 
  
 萌出確認時期について表1および図4,各群
の抜歯・埋入実験時の口内 X線所見および摘
出標本の軟 X線写真所見と口内写真を図 5に
示した． 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)OCP/Col 埋入群には萌出障害がみられな 
  かった．  
(2)β—TCP 埋入群（N=4）において P4埋伏個 
  体 1頭，P3埋伏個体 1頭がみられた(埋伏 
   した部位は統計処理上除外した)． 
  
(3)各群間に萌出確認時期の有意差はみられ 
   なかった 
  



  以上の結果から，OCP/Col は未萌出永久歯
のある顎裂部への自家骨移植の代替治療法
として臨床応用可能であることが示唆され
た．  
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